
INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

相
談
日

　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※ 

昨
年
度
発
行
し
た
条
例
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
情
報
誌
に
記
載
し
て
い

た
内
容
と
平
成
18
年
度
は
開
催
曜

日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
場
所

　

菊
池
市
文
化
会
館
２
階

　

第
３
練
習
室

苦
情
・
相
談
の
内
容

苦　

情

• 

市
の
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
意
見
や
要
望
が
あ
る
。

• 

市
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
を
阻
ん
で
い
る

と
思
う
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
市
に

改
善
を
求
め
た
い
。

相　

談

　

配
偶
者
（
元
配
偶
者
を
含
む
）
や

恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
別
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け

て
い
る
な
ど
で
、
相
手
方
に
改
善
を

求
め
た
い
。

※ 
た
だ
し
、
判
決
や
裁
判
に
よ
り
確

定
ま
た
は
係
争
中
の
事
案
な
ど
は

調
査
し
ま
せ
ん
。

申
し
出
が
で
き
る
人

　

菊
池
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

勤
務
お
よ
び
在
学
す
る
人

申
し
出
の
方
法

　

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
内
男
女
共

同
参
画
専
門
委
員
宛
」
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
出
書
は
男
女
共
同
参

画
推
進
室
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
電

話
を
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員

•
矢
野
昌
文
さ
ん

　
（
弁
護
士
、
偶
数
月
担
当
）

•
竹
下
元
子
さ
ん

　

 （
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
熊
本　

代

表
、
奇
数
月
担
当
）

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

Fax
（
25
）
５
７
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

　

danjo@
city.kikuchi.kum

am
oto.jp

　

熊
本
県
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新

に
必
要
な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で
に

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
送
付
し
て
い
ま

す
。
５
月
10
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

に
県
内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、「
労
働
保
険
概
算
・

確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の
う

え
集
合
受
付
会
場
で
申
告
す
る
方
法

の
ほ
か
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理

店
の
金
融
機
関
か
郵
便
局
へ
も
同
時

に
申
告
・
納
付
で
き
ま
す
。

　

も
し
年
度
更
新
手
続
き
を
怠
る
と
、

「
国
」
で
保
険
料
を
決
定
す
る
ほ
か
、

追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
期
限
内
の
申
告
・
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続

き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

皆
さ
ん
は
、
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う
え
、

速
や
か
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

「農村女性の家」の名称が変わります

　

菊
池
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し

た
。
な
お
、
申
請
書
の
提
出
締
切
は

翌
年
２
月
末
日
、
ま
た
は
予
算
が
終

了
し
た
と
き
と
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
者

　

菊
池
市
に
居
住
し
、
市
内
の
居
住

用
住
宅
（
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅

を
含
む
）
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
人
で
、
補
助
金
の
交
付
は
、
１

住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
と
し
、
補
助

の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
４
月
１
日

以
降
に
新
規
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
た
め
の
費
用
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
設
の
発
電
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
増
設
や
改
修
に
要
す
る
費

用
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
の
額

　

１
kW
当
た
り
２
万
円
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
、
６
万
円
を
限
度
と
す

る
）

●
補
助
の
例

○
２
・
67 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

２
・
67
×
２
万
円
＝
５
万
３
千
円

　
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
４
・
55 

kW
を
設
置
し
た
場
合

　

４
・
55
×
２
万
円
＝
６
万
円

　
（
上
限
６
万
円
）

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
の
書
類

　

申
請
書
・
実
績
報
告
書
な
ど
の
書

類
は
、
菊
池
市
役
所
企
画
振
興
課
と

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
に
準
備
し

て
い
る
ほ
か
、
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係

　

障
害
の
あ
る
人
の
職
業
訓
練
・
就

労
支
援
を
菊
池
市
と
菊
陽
町
で
行
い

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

○
実
践
体
験
科

対　

象　

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害

者
、
発
達
障
害
者

定　

員　

２
人

内　

容　

電
子
部
品
の
製
造
や
企
業

の
環
境
整
備
、
公
園
の
清
掃
、
事
業

所
で
の
職
場
実
習
を
と
お
し
て
、
職

場
で
の
必
要
な
技
能
を
身
に
つ
け
る

訓
練
で
す
。

諸
経
費　

約
１
、０
０
０
円

募
集
期
間

　

５
月
19
日
（
金
）
ま
で

訓
練
期
間

　

６
月
１
日（
木
）〜
８
月
31
日（
木
）

場　

所　

小
規
模
作
業
所
か
も
ん
・

ゆ
〜
す
（
菊
池
市
隈
府
）

駐
車
場　

有
り
（
無
料
）

○
社
会
復
帰
支
援
員
養
成
科

対　

象　

精
神
障
害
者
、
発
達
障
害

者
、
高
次
脳
機
能
障
害
者

定　

員　

５
人

内　

容　

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

支
援
に
関
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

訓
練
で
す
。

募
集
期
間

　

５
月
19
日
（
金
）
ま
で

訓
練
期
間

　

６
月
１
日（
木
）〜
８
月
31
日（
木
）

場　

所　

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
（
菊
陽
町
原
水
）

駐
車
場　

有
り
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　

☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

　

平
成
４
年
か
ら
５
月
１
日
に
「
水

俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
慰
霊
式
は
水
俣
病
の
発
生
に

よ
っ
て
犠
牲
と
な
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
人
た
ち
の
慰
霊
を
中
心
に
、
さ
ら

に
は
水
俣
病
が
及
ぼ
し
た
い
ろ
い
ろ

な
被
害
や
そ
の
大
き
さ
を
再
認
識
し
、

環
境
破
壊
に
対
す
る
反
省
と
環
境
再

生
・
創
造
へ
の
誓
い
を
込
め
て
、
祈

り
を
捧
げ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
水
俣
病
が
公
式
に
確
認
さ

れ
て
、
ち
ょ
う
ど
50
年
と
い
う
節
目

の
年
の
慰
霊
式
と
な
り
ま
す
の
で
、

慰
霊
式
で
の
黙
と
う
の
時
刻
に
合
わ

せ
て
皆
さ
ん
も
一
緒
に
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

黙
と
う
日
時

　

５
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
40
分

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

申　
　

請　
　

者

菊　
　

池　
　

市

①菊池市住宅用太陽光発電システム設置費
補助金交付申請書

・見積書または契約書のコピー
・工事着工前の現況写真

指令書

③菊池市住宅用太陽光発電システム設置費
補助金交付請求書

口座振込

菊

池

市

②菊池市住宅用太陽光発電システム設置費
補助事業実績報告書

・九州電力との｢太陽光発電からの余剰電力
需給契約のご案内｣のコピー

・発電システムの設置経費に係る領収書の
コピー

・工事完成後の写真（※１）
・設置者の住民票（３カ月以内のもの）

菊池市住宅用太陽光発電システム設置費補
助金交付確定通知書

補助金交付までの流れ補助金交付までの流れ

※１住宅全体写真、太陽電池モジュール、余剰電力販売用電力量計など

　４月 22日（土）、23日（日）に七城メロンドー
ム横の菊池市七城ふれあい交流館で、トールペイ
ント・アロマ・シルバーアクセサリー・プリザー
ブドフラワー・押し花グラスアート・フラワーア
レンジ・カービングの体験会を開催します。
　興味がある人は、ぜひ一度お越しください。料
金は材料費のみです。
問い合わせ先　七城メロンドーム　担当 :久原
　　　　　　　☎（25）5757

　市民の皆さんに利用いただいていた「農村女性
の家」を「水迫里山の家」に名称を変更しました。
　昭和 55年建築以来、農村女性の研修の場とし
て利用されてきましたが、平成 17年度に地域の
活性化につなげる研修の場として、子どもから高
齢者まで多くの市民の皆さんに利用してもらえる
よう改築しました。
　自然豊かな地域で、菊池市の発展につながる研
修の場としてご利用ください。
問い合わせ先　農林振興課農政係

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

お
済
み
で
す
か

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に

し
た
短
期
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
の

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

菊池市七城ふれあい交流館

木の香りのいっぱいする施設で、
楽しく習い事をしてみませんか？

体験会
参加者
募　集

　

菊
池
市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参

画
専
門
委
員
が
市
民
な
ど
か
ら
の
苦
情
や
相
談
の
申
し
出
を
調
査
し
、

専
門
家
の
立
場
で
対
応
す
る
相
談
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

市民・事業者

苦情処理の流れ

申　出

改善の
要望など

改善の報告 報　告
改善の
要望など

助言・結果
などの通知

市の機関 市　　長 相手方

男　女　共　同　参　画　専　門　委　員

菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金

平
成
18
年
度

の
申
請
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た
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